
地域と共に歩む教育・保育施設の
在り方を考える研修会

日時：2024 年 1月 19日 (金 )
会場：学校法人野澤学園　
　　　東村山むさしのGROUP 
〒189-0025 東京都東村山市廻田町 2 -14-1
　　　　　　　　　　　　℡042-394-4536
◎西武多摩湖線・武蔵大和駅より徒歩約 10 分
◎西武新宿線、西武国分寺線・東村山駅より
　西口バス乗り場 立川駅北口乗車約 15 分
　「廻田町三丁目」バス停下車　バス停より徒歩約 6分
※自動車で来園される方は、近隣のコインパーキングに      
停めてください。

12:30 受付
13:00 ～ 14:10 

挨拶、会場園見学
14:10 ～ 15:10　講演会 
「異業種の観点から考える教育・保育
施設の今後」 浅野睦氏　

15:15 ～ 16:15　鼎談
「今後の教育・保育施設の在り方について」
浅野睦氏、野澤貴春氏、若盛正城氏

17:00 ～  
情報交換会（場所未定）

講師：浅野睦
1963 年生まれ。経営コンサルタント。
株式会社フォーサイツコンサルティング代表。
リスクマネジメントや危機管理、災害対策、コンプライアンスを
中心に、大企業をはじめ官公庁、自治体、医療機関、福祉施設、
保育所などのコンサルテイングや研修などを行っている。今まで
アセスメントや研修、具体的な対策を講じるなど関わった案件数
は３０００件を超えている。厚労省主催の各県指導監査職員の研
修講師もつとめる。

特定非営利活動法人

全国認定こども園協会 東京都・埼玉県支部共催

※詳しい申し込み方法は裏面をご覧ください。

まこと

野澤貴春
全国認定こども園協会東京都支部　事務局長
学校法人野澤学園学園長（幼稚園型・保育所型・企業主導型）
HM-GROUP 代表

若盛正城 　
全国認定こども園協会埼玉県支部　支部長
社会福祉法人桜福祉会理事長（幼保連携型認定こども園こどものもり）



東村山むさしの第 1認定こども園
　　　　　　　　　　　（幼稚園型）
第一園である東村山むさしの幼稚園は、学校教育
法の第1条に掲げられている法に定められた「学校」
です。
その上で、預り保育や子育て 支援の充実を目指し
つつ、純粋な私立幼稚園としての立場を継続する
形で歩んでいきます。
◎対象：満 3歳児～ 5歳児　◎定員：270 名

東村山むさしの第 2認定こども園　
　　　　　　　　　　（保育所型）
第二園である東村山むさしの保育園は、従来の保育
施設の位置づけに加え、幼稚園教育の狙いやカリキュ
ラムを盛り込んだ「保育所型認定こども園」です。
保育施設であるとともに、姉妹園また学法の持つ幼
児教育のノウハウと、乳幼児保育を連携させた施設
を志として歩んでいきます。
◎対象：満 0歳児～ 5歳児　◎定員：135 名

東村山むさしの STAFF 保育園
( 企業主導型・こども家庭庁所管 )
平成30年4月に開園した「企業主導型保育施設」
です。お子様のいらっしゃる教員保育士も働き
やすいよう、園の隣接に、内閣府所管（現・こ
ども家庭庁所管）の制度を活用した小規模保育
施設を設置しました。
◎対象：満 0歳児～ 2歳児　◎定員：12 名

東村山むさしのGROUP 

費用
全国認定こども園協会
東京都賛助支部、埼玉県保育協議会、埼玉県日本保育協会
埼玉県私立保育園連盟 、全埼玉私立幼稚園連合会
・各会員　　　3,000 円　・上記会員以外　　　6,000 円
情報交換会　   5,000 円

定員
100 名（定員になり次第、締め切りとさせていただきます）

申込
以下のQRコードよりお申し込みください。申し込みができ
ない場合、メールで連絡先電話番号、メールアドレスをお知
らせください。担当者より折り返しご連絡差し上げます。

全国認定こども園協会　埼玉県支部　
ninkyo.saitama@gmail.com

申し込み要項

学校法人野澤学園では、月に 1回、

駐車場や地域コミュニティハウスを

使って、子育て応援 Food Pantry

や野菜の販売、バーベキューなどを

開催したり、子育て支援サークルな

どへの場所提供をしています。

地域と共に

出生数が 80万人を割り、子どもの数が激減している中で、認定
こども園をはじめとする教育・保育施設の在り方も多機能化が
求められています。
全国認定こども園協会東京都支部と埼玉県支部では、これから
の園運営の中で、どんなことができるか、考えているためのヒ
ントになればと、今回の研修会を企画しました。
講師には、大企業をはじめ官公庁、自治体、医療機関、福祉施設、
保育所などのコンサルテイングや研修などを行っている浅野睦
先生（株式会社フォーサイツコンサルティング代表）をお招き
しております。
研修場所である学校法人野澤学園は、幼稚園から幼保連携型認
定こども園になり、その後幼稚園型と保育所型に分割。企業主
導型保育施設や教職員アパートなども併設し現在に至っていま
す。四季折々の自然の織り成す自然豊かな環境こそが、無作為
に存在する教育要素であると考え、学園施設を設計しています。
また、法人種別の異なる企業との協業なども活かしつつ、地域
とのつながりをとても大切にしている園でもあります。
ぜひ皆さまと、これからの園の在り方について、共に考える時
間ができればと思います。
ご多忙の時期とは存じますが、ご参加いただけますと幸いです。

申し込み用QRコード


